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ＴＱＭ 全員参加・全部門による顧客満足度向上のための品質経営活動
・企業体質が向上出来る。
・品質向上/品質保証体制が確立する。
・各階層・部門の役割が明確になる。

ＴＱＭ管理者セミナー 1 ● ● ● ●

方針管理講演 0.5 ● ●

方針管理 2 ● ● ● ● ● ●

目標管理 2 ● ● ● ● ● ●

管理項目

会社運営効率向上に重要な各業務の管理項目設定。　仕事の出来
栄え(結果）をみる指標（ものさし）を設定する

・管理者にとって管理すべき項目が明確になる。
・仕事がうまく進んでいるかを評価できる。
・TOP方針を具現化する管理者の目標設定、部下の仕事の管理が明確
になる

管理項目設定 1 ● ● ● ● ● ● ●

QFD啓蒙講演 0.5 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

QFD 2 ● ● ● ● ● ●

6ｼｸﾞﾏDFSS 24 ● ● ● ● ● ● ●
6ｼｸﾞﾏDMAICフルコース 20 ● ● ● ● ● ● ●
6ｼｸﾞﾏDMAIC短期コース 8 ● ● ● ● ● ● ● ●
6ｼｸﾞﾏ概論研修 0.5 ● ● ● ● ● ● ● ●
課題達成 1 ● ● ● ●
課題達成 2 ● ● ● ●
課題達成現場系 1 ● ● ●

ＱＩ
ＱＣ7つ道具、新ＱＣ７つ道具を活用し、問題・課題解決を行うための
方法

・効率的に問題/課題を解決するために最低限必要な方法を身につける
事ができる QIBasic 2 ● ● ● ● ● ● ●

データ解析
効率的にデータの持っている情報を抽出し技術の生産性を上げる
方法

・効率的で正しいデータ解析ができるようになる
・データの有効活用ができ技術の生産性が上がる データ解析 1 ● ● ● ● ● ● ●

なぜなぜ分析
「なぜ」を繰り返し真因を追究する方法 ・一般的・抽象的な考えから本質的・具体的な考えへの変革ができる

・目の前で起きている現象の真の原因を掴むコツが掴める なぜなぜ分析 1 ● ● ● ● ● ●

TMAdvance 4 ● ● ●
TMBasic 2 ● ● ● ● ●
TMBasic 5 ● ● ● ● ●
TM概論 1 ● ● ● ● ●
TM概論 0.5 ● ● ● ● ●
オンライン 2 ● ● ● ●

マハラノビスタグチシステム
技術的アプローチによるパターン認識技術 ・曖昧なデータ(目視など)から高精度なパターン認識ができる

・予測・診断等ができる MTS 2 ● ● ● ● ●

新商品開発

新商品開発を効率的に進める方法(TM＆TRIZ＆FMEA、QFD)実践
を通じて課題解決能力向上する

・開発スケジュールが守れる
・設計変更がゼロになる
・市場ｸﾚｰﾑが大幅に減少する

新商品開発フルコース 8 ● ● ● ● ●

発想法（ＴＲＩＺ）

発明、特許が生まれたときの思考及び決定過程を活用し、効率良
く、最適なアイデアを生みだす方法

・品質を低減させずダントツのコストダウンができる
・Seedを活かした魅力品質創造ができる
・企画目標達成の為の技術的矛盾の解決できる

TRIZ 2 ● ● ● ●

アドバンスＱＦＤ
自社の強みを活かした新製品の企画立案、新市場創出を行う方法 ・新市場への参入ができる

・新市場の開拓ができる QFDアドバンス 2 ● ● ● ● ●

FMEA･FTA概論 1 ● ● ● ● ● ●

FMEA･FTA 2 ● ● ● ● ● ●

DRBFM 2 ● ● ●

DRBFM講演 0.5 ● ● ● ● ● ● ●

デザインレビュー

設計の評価と見直しを計画的・組織的・体系的に行う ・設計要求事項及び代替設計に対する客観的評価ができるようになる
・加工工程や組み立て工程に対する要求を設計段階で明確にできる
・品質問題・設計変更・新設計の開発等、開発に必要な情報を相互に提
供できる

効果的デザインレビュー 0.5 ● ● ● ● ● ● ●

信頼性工学
製品の信頼性と安全性を確保するためシステムの信頼性を分析す
る工学手法

・製品の信頼性の向上が図れる
・安全性の向上が図れる 信頼性工学 2 ● ● ●

海
外
実
績

・経営TOPの目標・方針を素早く実現する企業体質に変革できる
・プロジェクト遂行能力の高い人材の育成と人材を育成するプロの育成
ができる

管理者・リーダーとして求められる能力・役割を認識し課題を達成す
るアプローチ法

・課題達成のやり方が身に付く
・管理者の心構え、求められる能力が身に付き、役割認識ができる

・新規製品のリスクを事前に把握できる
・品質問題の再発防止できる
・スムーズな量産立ち上げができる

対象階層

安くて良い品質の技術・製品を効率的に開発する方法

多くの情報(固有技術,経験,ノウハウなど)をもとに，不具合を事前に
予測し、分析・対策を講じ信頼性の高い製品や工程を作り上げる方
法

信頼性向上と
未然防止

ＦＭＥＡ／ＦＴＡ

ＤＲＢＦＭ

企画品質向上と
開発の仕組み作り

問題・課題解決と
核人材育成

新技術・新製品開発

お客の声を抽出して整理し，ベンチマーキング(他社比較)することに
より，他社よりも「魅力のある」商品企画と製品SPECへの展開し技
術課題の抽出と各部門の課題への展開を行う方法．品質機能展開（ＱＦＤ）

会社方針をもとに各部門が目標・方策を設定し、会社目標を達成す
るための活動

分類 区分 研修名

対象部門

内容 うれしさ 日数

・重点目標・管理項目が明確になる
・各階層･部門の役割が明確になる
・組織の縦・横の連携と強い協力体制ができる。品質管理（総合）

・製造から設計への後戻りの激減ができる
・チューニング・検査等の費用の大幅削減ができる
・開発期間の短縮ができる
・市場クレームの大幅削減ができる

・お客様（次工程）の本当のニーズの把握ができる
・部門間連携の強化（風通しのよい開発）
・顧客ニーズと競合他社の情報を元に開発目標が明確になる
・魅力的な商品の企画ができる

方針管理

設計変更点に着眼したFMEA解析を指し、設計の変更点よって引き
起こされる影響（不具合事象）をデザインレビューを通して漏れなく
洗い出し、設計業務にフィードバックすべき未然防止策を検討す方
法

・設計変更点によって引き起こされる不具合事象が見つかる
・不具合事象をもれなく洗い出せる
・設計業務にフィードバックすべき未然防止策の検討ができる

課題達成

６シグマ

品質工学（タグチメソッド）

経営目標達成のために、最も適切な手段（統計分析手法、品質管
理手法）を踏んで経営戦略上の重要課題の解決につなげる活動
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SQC 5 ● ● ●

SQC 9 ● ● ●

公差設計

製造上の要求と設計者の意図とをコストとのバランスを考え統計的
手法を利用して決定する方法

・論理に裏打ちされた公差が得られる
・大きなコストメリットが得られる
・正しい設計ができるようになる

公差設計 2 ● ● ● ●

実験計画法
効率のよい実験方法をデザインし、結果を適切に解析することを目
的とする統計学的アプローチ法

・少ない実験回数で効果が分かる
・統計的に裏打ちされた結果が出せる 実験計画法 2 ● ● ●

多変量解析

多くのデータから目的とする結果を導出する解析手法群 ・多数の数値データから意味のある答えが見つかる
・データ間(要因間）の関係性が見える
・埋もれたデータを活用できる

多変量解析 2 ● ● ● ● ●

CM高利益体質への変革講演0.5 ● ● ● ● ● ● ● ●

CM 2 ● ● ● ● ● ● ●

TPM概論 1 ● ● ● ● ●
工場診断 2 ● ● ● ● ● ●
TPM導入研修 2 ● ● ● ●
現場２Ｓ 1 ● ● ●
段取り２Ｓ 1 ● ● ●
管理間接業務効率向上講演0.5 ● ● ●

トヨタ生産方式ＴＰＳ
トヨタ生産方式。　ジャスト・イン・タイム生産-「必要なものを必要な
時に必要なだけ生産する」ムダを無くす生産方式

・在庫の大幅減少ができる　・稼働率が向上する
・歩留まりが向上する　・ゼロ不良が達成できる ＴＰＳセミナー 2 ● ● ● ● ● ● ● ●

工程管理
工場において、一定の品質・数量の商品を生産するために、資源を
効果的に運用する方法を見極める管理手法

・資源の高効率活用方が分かりコスト削減ができる
工程管理 2 ● ● ● ●

小集団

企業組織運営の為、部門間を渡った小集団による活動でメンバー
が安心して仕事のできる組織環境を整え問題解決よりどころにする
活動

・問題解決能力の活性化
・部門間のつながりの強化 小集団監督者 2 ● ● ● ● ●

イキイキ職場

職場で感じている「なにか」を自由に「声」に出せる職場にする事に
よって職場を活性化し問題を解決する方法

・ポカミスの起こりにくい職場の実現
・作業員が自由に語り合う明るい職場の実現ができる
・不良を悔しがる職場の実現

イキイキ職場セミナー 1 ● ● ● ● ● ● ●

ＶＡ／ＶＥ概論セミナー 1 ● ● ● ● ● ● ● ●

ＶＡ／ＶＥセミナー 3 ● ● ● ● ●

モノづくり基本研修
モノづくりに携わる全ての方達が身につけておくべき最低限の知識 ・新入社員がモノづくりに必要な知識を身につけることができる。

・中堅社員等にモノづくりの基本を再認識していただく事ができる モノづくり基本研修 2 ● ● ● ● ● ●

聞き手思考のプレゼンテーションの仕方を学ぶ ・相手が理解しやすい話し方ができる
・コミュニケーション能力の向上

プレゼンテーション
スキル

2 ● ● ● ● ● ● ●

部下の問題に気付き課題形成をして育成するスキルを身につける ・リーダーとしての役割認識が理解できる
・部下の言動を観察し、部下の考えを理解し課題を解決出来る リーダーマネジメント 2 ● ● ● ● ● ●

事業戦略・開発戦略立案に役立つ基本ツールの使い方を身につけ
る

・戦略思考の向上が図れる
・環境変化への対応力が向上できる 戦略思考 2 ● ● ● ● ● ●

社会人として必要なビジネスマナーを習得する ・社会人として必要なビジネスマナーが修得できる ビジネスマナー 2 ● ● ● ● ● ●

考えを整理し論理的に分かり易く相手に伝える方法 ・論理的な思考、話し方が身に付く ロジカルシンキング 2 ● ● ● ● ● ● ●

優秀人材育成 1

管理監督者 0.5 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ＰＭ

効率化を阻害している様々な課題をロスとして定量的に把握し事業
（工場）運営の潜在的課題を顕在化を行う方法

製造力向上と
コスト経営

統計的品質管理

ＳＱＣ

ＶＡ／ＶＥ

コストマネイジメント（ＣＭ）

・データに基づいた製造設計品質を確立できる
・管理すべき対象の洗い出しができる

製品やサービスの価値を、機能とコストとの関係で把握し、システム
化された手順によって価値の向上をはかる手法

・利益目標達成のために原価の作り込み目標を設定し、実現させるため
のアクションに結び付ける方法が身に着く
・日常の生産活動における、ロス・ムダを徹底的に洗い出し改善できる

品質管理の方法の中で、統計的手法を用いて製品の1つ1つの品質
ではなく、生産工程全体（材料・機械装置・作業・製品）を対象として
品質特性を測定し、その分布（ばらつき）を見て管理を行う。

・コスト低減ができる
・顧客満足度が高い商品ができる

人材育成・階層別研修

分類 区分 内容 うれしさ 研修名

中国人社員に道教・仏教・儒教等の国学である中国古来から伝わる
道徳観をもとに、人として社会人としてあるべき姿を理解していただ
けます。

・社員が辞めにくい環境づくりができる
・助け合い会社全体として成長していく考え方が身に付く

中国人材育成その他

人材育成

日数

・生産性向上の基本的考え方が分かる
・災害ゼロ・不良ゼロ・故障ゼロ”などあらゆるロスを未然防止する仕組
みが実現出来る

生産設備の高効率化を自主保全、計画保全、個別改善に絞り込ん
だ形での製造部門の体質強化を図る

対象部門 対象階層

海
外
実
績


